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患者様各位 

後方視的コホート研究に関するお知らせ 

 

研究の背景 

重症持続型気管支喘息として通院治療、紹介された患児の中に、再精査の結果、異なる診断

であった症例が少なくないことが判明しています。重症持続型の気管支喘息治療ガイドラ

インに沿って進む前に、鑑別疾患をしっかり除外し、再評価や喘息治療を見直す重要性を学

会発表や医学雑誌論文で啓蒙します。 

 

研究の目的 

この研究は、過去 2 年間の重症持続型気管支喘息を抽出し、疾患の再評価と治療を見直す

重要性を認識することを目的としています。 

 

利用する者（被検者）の範囲と研究期間 

対象者：当院小児科外来に通院、または紹介受診された重症持続型気管支喘息患者、寒冷凝

集反応の検査歴がある喘息患者 

期 間：2022年 4月 1日～2025年 7月 31日 

 

研究に際し行うこと 

研究のための特別な検査・投薬・治療等はありません。診療録から年齢などの背景、IgE値、

寒冷凝集素反応、呼吸機能検査、副鼻腔炎、胸部 CT 所見、HLA 抗原、最終診断、治療転

帰などのデータを収集し解析することで、重症持続型気管支喘息の傾向、他疾患の除外、ス

テロイド吸入治療の見直しなど重症化しないための予防法を提案、啓蒙します。 

 

研究に伴う患者様の負担・不利益 

診療録を後ろ向きに解析を行うだけなので、研究のための患者様の金銭的負担は一切あり

ません。また研究のための検査や投薬は一切行いません。 

 

患者様の人権擁護 

患者様およびそのデータは、個人が判別出来ないよう処理します。またこの研究のために収

集したデータは、この研究以外の目的には使用されることはありません。 

 

御不明な点は，下記までお尋ねください。 

皆様の御協力に感謝致します。 

 

 
連絡先  

社会医療法人友愛会 友愛医療センター 

小児科 玉那覇 瑛太 

電話：（代表）098-850-3811 


